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教科の枠を超えて— 国語×数学 コラボ授業で見えた「学びに向かう力のカギ」 
 
　 11月27日、３年生で国語科と数学科による「教科横断型」のコラボ授業
を行いました。題材としたのは、過去の都立入試問題です。授業では、単
に問題を解くだけでなく、その「正答率」や「無回答率」のデータ分析も行
いました。特に注目したのは、「本質的な難易度は高くないのに、無回答
率が50％以上の問題」です。なぜ、半数の受験生が答えを書かずに終わ
ったのか。授業を通じて生徒に伝えたかったのは、次の3つの視点です。 
　１．「無回答率50％」の正体：問題文の長さやストーリー設定の複雑
　 　 　 さに圧倒され、「難しそうだ」と多くの生徒が戦う前に土俵を降りてしまった。 
　２．数学にも求められる「読解力」：一見複雑そうに見える問題も、情報を整理し、問われているこ
　 　 　 とを正確に読み取る「国語力」があれば、解決の糸口は必ず見つかります。 
　３．０点か、部分点か：白紙で出せば可能性はゼロですが、少しでも食らいついて数式や図を書け
　 　 　 ば、部分点につながる可能性はあります。「あきらめて何も書かない50％になる」か、「粘り強く1点
　 　 　 をもぎ取りにいく」か。その姿勢の差が合否を分けます。 
　かつて私が担当した理科においても、問題の導入部分にある長い文章やストーリーに気持ちを削がれ、
肝心の問いにたどり着けない生徒がいると感じていました。今回の授業は、「見た目の難しさ」に惑わされ
ず、情報を整理して立ち向かう力の重要性を問う内容でした。入試だけでなく、これからの学習において
「最後まで諦めずに食らいつく」というたくましい姿勢を、この授業から感じ取ってくれたことでしょう。 

 
 

自分らしく幸せに生きる権利　 （人権週間12月4日から10日） 

 
　 11月26日に1，2年生合同で、校長が「いじめ」をテーマに道徳授業を行いまし
た。紙面のスペースの都合で、2年生の意見を一部のみ掲載します。 
○人権には３つあることが分かった。その権利が当たり前にある環境を作るためにも、 
　「どんな理由があってもいじめは絶対にいけない」 
○相手の気持ちを考えることが大切、想像する力が必要。 
○意見交換を通していろいろな考え方が発見できた。１年生もしっかり考えてくれた。 
○いじりがエスカレートしていじめになっていく。人との関わり方が大切。 
いじめはどんな理由があってもいけないことだと思うか？ 
　　「思う」と答えた２年生の割合　　100％　（２年生学びスタンダ－ド調査より：4月） 

 

 
 
 
 
 
 
 

 上の図：美術部によるステンドグラス調の装飾　正門を囲んで掲示しています。 

  本校では、お子様が心と体を大切に守り、充実した学校生活を送ることができるように努めており、悩みや不
安がある際は、いつでも学校に相談することができます。しかし、周囲の大人に相談しにくい、直接話すことができ
ないなどあった場合は、一人で抱え込まずに、別途配布します「相談シート」（学校HPからもダウンロード可）を
活用し、相談することができます。 
　ご家庭におかれましては、学校生活における出来事について話し合う機会をもってください。お子様が「痛い
な」「恐いな」「おかしいな」「モヤモヤするな」「イヤだな」と感じることがあれば、学校に御相談いただくか、相談
シートや各種相談窓口を御利用ください。相談シートは、性暴力等だけでなく、体罰等に関する相談も記載す
ることができるようになっております。 

生徒を教職員等に

よる性暴力から守るための第三者

相談窓口（保護者も相談できます。）



よい新年をお迎えください

校内マラソン大会のご報告と御礼 

 
　１１月28日（金）のマラソン大会では、温かいご声援をありがとうございました。今大会は、
自主練習を重ねて力走した３年生の活躍があった一方、授業で「心拍数
を管理し無理をしない」という新しい指導方針を導入した年でもありま
した。そのため、競争重視と安全重視の姿勢が混在し、生徒や保護者の

皆様に戸惑いを生じさせてしまいました。「現地練習の不足」や「皆が安心してやる
気の出る大会にしてほしい」というご意見もいただきました。これらの反省を活かし、
行事における事前の準備や指導のあり方を見直し、生徒全員が納得して全力を注
げる学校行事運営に努めてまいります。 

 
 

「親は手伝わない」が合言葉 ― 「弁当の日」 
 

　 今年度第1回（11月27日）、第2回（12月15日）の「弁当の日」を実施しました。
事前に、１年生を対象に米料理研究家「しらいのりこ」先生をお招きし、調理
実習を行いました。「弁当づくりは難しくない」と感じてもらい、最初の一歩を
踏み出しやすくすることが狙いです（調理実習は昨年度から実施しています）。 
■「弁当の日」の大事なルール　この活動の最大のポイントは、「親は手
伝わない」ことです。 献立作りから、買い出し、調理、弁当箱への詰め込み、
そして後片付けまで、すべて子ども自身の力で行います。 
■ 南砂中学校の伝統として（2013年度開始）　「失敗も経験」と捉え、成長を促
すためにこの活動を続けています。 
 ・生徒の成長： 感謝の心を知り、自己肯定感を高め、たくましく「生きる力」を　
　 　 　 　 　 　 　 身に付けます。 
 ・家庭の変化： 大人は手を出さず「見守る」大切さを学びます。食卓での話題　
　 　 　 　 　 　 　 や家族団らんが増え、家庭に笑顔があふれることもねらいとしています。 

 
 

読売SDGｓ新聞で本校が紹介されました 

 
≪生成AIによる要約≫　 南砂中学校では、毎年夏休みにSDGsに関する課題にグ
ループで取り組み、文化祭で成果を発表しています。生徒たちは、家庭での節電ア
クションにより、光熱費を500円～1000円近く削減することに成功しました。また、
給食の食べ残しを削減したり、使い捨てストローを断る「リフューズ」を実践したり
 、公正な社会のため相手の気持ちに寄り添う言葉遣いを心がけるなど、身近な行
動を実践しました。この活動を通して、生徒たちは「一人ひとりの心がけが未来を変
える」と実感しています 。校長は、この取り組みをきっかけに、社会の課題へ関心
を広げてほしいと期待しています。 

1月の主な行事
７日（水） 冬季休業終わり １９日（月） 生徒朝会　安全指導 
８日（木） 全校集会（給食なし） ２１日（水） 午前授業　　　　　　　放学 
１２日（月） 成人の日 ２２日（木） ２年校外学習 
１３日（火） 委員会 ２３日（金） 避難訓練　(英検） 
１４日（水） 午前授業、　　　　　　放学 ２６日（月） 都立推薦入試 
１５日（木） ２年マナー講座　　　　　　　　 ２７日（火） ２年職場体験（～２９日） 
１６日（金） 学校公開、百人一首大会、  １年校外学習 

命の授業（しらいのりこ先生の講演）２８日（水）　　　　　　　　　　　放学

バドミントン部　 
○江東区冬季大会１部 
　 ダブルス　 　 ベスト８ A・K 組 
○江東区冬季大会２部 
　 シングルス １位の部：３位 M　 　 ２位の部：１位 N　 　  
　 ダブルス   ３位 A・I　 組 
中学生作文コンクール（生命保険文化センター主催） 
　 ○東京都佳作　 C , S　 　 　 　  敬称略 学習展示会


